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泉山の麓(成，頼先生生誕地・山 口市吉敷)
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姉鈴木久子(昭和 11年頃) 成瀬先生の父君、成，頼小左衛門

山口県山口養成処卒業証書

お?泌氏
山口県二島小学校訓導辞令



結婚当時の先生御夫妻

結婚の記事(浪花教会記録 ・浪花教会蔵)



先生と親戚の人身(京都にて)

後列中央が先生 ー左万寿枝夫人、右夫人弟服部イ也之助

前列右より服部夫人、同娘昌子(後中島夫人)夫人祖母、同叔母



同右記事 (本文 282頁)



明治十七年頃の先生(二十六才頃)

日 ~èそのイ也

(明治+年代)



米国留学中の先生(三十三才頃)
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麻生先生宛書簡 (r女子教育」出版について・本文 262頁)

r女子教育J(明治ニ+九年刊)

日本女子大学校創立事務所契約書



留学中の日記表紙(明，台二十五年)

満寿枝夫人宛書簡 (於米国・ 本 文 255頁)



序

本
学
七
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
か
ね
て
企
画
編
集
中
で
あ
り
ま
し
た
、
創
立
者
成
瀬
仁
蔵
先
生
の
著
作
集
が
、
い
よ
い
よ

近
く
刊
行
の
は
と
び
に
い
た
り
ま
し
た
ζ

と
は
、
ま
こ
と
に
ど
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ
り
、
す
で
に
記
念
建
造
物
と
し
て
竣
工

し
た
、
大
学
図
書
館
増
築
お
よ
び
七
十
年
館
建
設
に
対
し
、
内
面
的
な
か
な
め
が
し

っ
か
り
と
据
え
ら
れ
た
わ
け
で
、
記
念
事
業
は
と
と

に
、
名
実
と
も
に
完
成
を
見
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

私
が
日
本
女
子
大
学
校
に
入
学
い
た
し
ま
し
た
の
は
、
昭
和
二
年
で
あ
り
ま
し
た
。
大
正
八
年
、
創
立
者
が
逝
去
さ
れ
て
か
ら
、
す
で

に
十
年
の
日
子
が
経
過
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
本
学
に
は
、
直
接
先
生
か
ら
教
え
を
受
け
ら
れ
た
先
輩
の
方
々
が
、
な
お
数

多
く
残

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
当
時
の
麻
生
正
蔵
校
長
か
ら
、
実
践
倫
理
を
通
し
て
私
ど
も
は
、
先
生
の
遺
響
を
う
か
が
う
ζ

と
が

で
き
た
も
の
で
す
。
た
だ
若
い
私
は
日
本
女
子
大
に
お
け
る
学
生
生
活
に
お
い
て
、
自
分
の
勉
学
の
方
向
を
模
索
し
、

専
門
の
学
問
の
道

に
分
け
入
る
乙
と
で
精
い
っ
ぱ
い
で
、
先
生
の
存
在
が
、
自
分
た
ち
に
は
何
か
手
の
届
か
な
い
、
遠
い
は
る
か
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
た
こ

と
は
、
否
め
な
め
事
実
で
あ
り
ま
す
。
当
時
私
ど
も
は
渡
辺
英
一
先
生
の
著
書
「
成
瀬
先
生
伝
」
を
読
む
乙
と
を
勧
め
ら
れ
、
忠
実
に
読

ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。
四
十
余
年
を
経
た
今
日
、

ζ

の
書
物
を
聞
い
て
見
た
と
と
ろ
、
各
所
に
鉛
筆
で
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
私
の
学

生
時
代
の
精
神
的
糧
と
し
て
、
折
に
ふ
れ
、

聞
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

昨
年
四
月
、
私
は
は
か
ら
ず
も
本
予
の
学
長
に
推
さ
れ
、
理
事
長
を
も
兼
ね
る
身
と
な
り
ま
し
た
。

ζ

れ
は
一
学
究
の
私
に
と

っ
て、

実
に
容
易
な
ら
ぬ
重
い
任
務
で
あ
り
ま
す
。
爾
来
、
日
夜
乏
し
き
に
む
ち
う
っ
て
苦
闘
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
最
近
に
な
り
成
瀬

序

先
生
の
論
文
、
講
演
集
を
繕
き
、
先
生
の
遺
訓
の
一
端
K
ふ
れ
、
今
更
の
よ
う
に
先
生
の
偉
大
さ
に
心
を
打
た
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。



先
生
は
沢
山
の
哲
学
書
、
宗
教
書
か
ら
科
学
書
ま
で
、
凡
ゆ
る
分
野
に
渡
っ
て
深
く
、
広
く
読
破
し
、
刻
苦
勉
励
先
生
の
確
固
た
る
信
念

2 

を
も

っ
て
ど
自
分
の
論
説
を
確
立
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

最
近
に
な
り
、
私
は
先
生
の
著
作
の
中
か
ら
、
次
の

一
文
を
発
見
い
た
し
ま
し
た
。

創
造
的
能
力
の
一泊
養
に
は
第

一
に
徹
底
的
研
究
心
を
養
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
乙
の
精
神
は
一
切
を
知
り
尽
し
、
絶
対
に
達

せ
ん
と
す
る
人
の
根
本
要
求
に
発
す
る
も
の
で
、
事
実
の
真
相
に
徹
底
し
、
究
艇
の
真
理
に
到
達
せ
ず
ん
ば
止
ま
ず
と
い
う
科
学
的
良

心
、
追
求
的
興
味
、
自
発
的
意
志
は
こ
れ
が
要
素
で
あ
る
。
又
事
物
に
対
し
て
は
、
実
験
観
察
を
重
ん
じ
確
実
な
る
根
拠
を
捕
捉
す
る

こ
と
は
其
の
方
法
で
あ
る
。
未
だ
曽
て
知
ら
れ
ざ
り
し
新
事
実
、
新
真
理
、
新
価
値
、
新
意
識
の
発
見
は
、
全
く
此
の
徹
底
的
研
究
の

成
果
で
あ
る
。

「新
時
代
の
教
育
」
の
一
部
で
あ
り
ま
す
。
私
の
よ
う
に
文
字
通
り
「
実
験
研
究
」

K
明
け
く
れ
、
も
の

の
真
実
の
追
求
を
志
す
科
学
の

道

一
筋
に
歩
も
う
と
す
る
者
に
は
、
打
て
ば
響
く
よ
う
な
啓
示
で
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、

ζ

の
混
迷
狂
乱
の
時
代
に
あ
っ
て
、
静
か
に
こ
の
著
作
集
を
縞
き
、
自
ら
の
求
め
る
も
の
を
そ
ζ

K

求
め
る
時
、
先
生
の
論

文
、
講
演
は
私
ど
も
の
心
の
糧
と
な
る
こ
と
と
信
じ
ま
す
。
成
瀬
先
生
著
作
集
は
、
常
に
新
し
い
生
命
の
灯
を
内
包
す
る
真
理
と
信
仰
の

書
で
あ
る
こ
と
を
固
く
信
じ
て
疑
わ
ぬ
も
の

で
あ
り
ま
す
。

一
九
ヒ
四
年

四
月

日
本
女
子
大
学
学
長

道

喜

美

代



刊
行
に
よ
せ
て

日
十
相
次
子
大
学
は

一
九
O
一
年
(
明
治
三
四
)
の
創
立
で
あ
り
、

九
七

一
年
(
昭
和
四
六
)
四
月
二
O
日
を
以
て
創
立
七
十
周
年
を
迎
え

た
。
と
れ
を
機
と
し
て
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
が
企
画
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
す
で
に
実
現
さ
れ
ヨ
つ
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
重
要

な
も
の
は
、
創
立
者
成
瀬
仁
成
著
作
集
の
刊
行
で
あ
る
。
何
と
な
れ
、
は
、
成
瀬
は
明
治
時
代
の
日
本
に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
の
創
始
者

と
し
て
、
そ
の
言
行
は
今
日
最
も
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

成
瀬
仁
蔵
は

一
八
五
八
年
(
安
政
五
)
山
口
に
生
ま
れ
た
。

一
八
七
七
年
(
明
治

一
O
)郷
里
の
先
覚
者
沢
山
保
羅
に
よ

っ
て
キ
リ
ス
ト
教

へ
開
眼
さ
れ
、
直
ち
に
大
阪
に
出
て
、
沢
山
ら
が
設
立
し
た
浪
花
教
会
に
お
い
て
受
洗
す
る
と
共
に
、
乙
の
教
会
が
経
営
し
て
い
た
梅
花

'K
学
校
の
主
宰
者
と
な
り
、
ん
弘
子
教
育
に
傾
倒
し
た
。
成
瀬
は
日
本
の
堅
実
な
発
展
は
女
子
の
高
等
教
育
の
高
揚
に
よ
っ
て
達
し
得
べ
き

ζ

と
を
早
く
よ
り
確
信
し
、
極
め
て
お
く
れ
た
日
本
の
女
子
教
育
に
彼
の

一
生
を
嫁
げ
る
こ
と
を
心
に
誓
っ
た
。
そ
し
て
郡
山
、
新
潟
の

教
会
の
牧
師
を
歴
任
す
る
聞
に
彼
の
夢
は
ふ
く
ら
み
、
次
子
大
学
設
立
の
構
想
を
抱
く
に
至
っ
た
。

し
か
し
ζ

の
構
想
の
実
現
の
困
難
さ
に
直
面
し
、
そ
の
実
現
の
可
能
性
を
確
め
る
た
め
に
一
九
九

O
年
(
明
治
二
三
)
ア
メ
リ
カ
に
渡

り
、
四
年
間
熱
烈
な
研
究
に
身
を
投
じ
た
。

一
八
九
四
年
(
明
治
二
七
)
帰
国
し
た
が
、
日
清
戦
争
に
当
面
し
、
女
子
大
学
設
立
の
時
期
で

な
い
乙
と
を
察
し
、
隠
倍
し
て
契
友
麻
生
正
戯
と
共
に
岡
期
的
な
書

『
女
子
教
育
』
を
一

八
九
六
年
(
明
治
二
九
)
刊
行
し
、
彼
の
女
子
教

刊行によせて

育
の
理
想
を
世
に
問
う
た
。

ζ

の
章
一
回
の
理
解
者
は
初
め
少
な
か

っ
た
が
、
先
、
つ
大
阪
の
実
業
家
広
岡
浅
子
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
、
彼
女
の
力
強
い
支
持
と
成
瀬
の
海

身
の
努
力
と
に
よ
り
、
た
ち
ま
ち
の
聞
に
彼
の
意
図
は
当
時
の
政
界
財
界
の
有
力
者
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

3 



人
々
の
助
力
の
も
と
に
麻
生
正
蔵
の
協
力
に
よ

っ
て
、
つ
い
に
一
九

O
一
年
、
東
京
目
白
の
地
に
日
本
女
子
大
学
校
を
創
立
す
る
乙
と
が

4 

で
き
た
。

と
れ
は
日
本
に
お
い
て
「
女
子
大
学
」
の
名
称
を
冠
す
る
最
初
の
学
校
で
は
あ
っ
た
が
、
当
時
の
文
部
省
は
女
子
の
学
校
に
大
学
令
に

よ
る
大
学
の
設
置
を
許
さ
ず
、
そ
の
名
称
も
「
日
本

K
子
大
学
校
」
と
な
っ
た
。
乙
の
女
子
大
学
校
が
「
日
本
」
の
名
称
を
冠
し
た
の
は

当
時
日
本
に
唯
一
の
女
子
大
学
校
で
あ
り
、
日
本
全
国
の
志
あ
る
女
子
の
進
学
を
求
め
る
意
味
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
日
本
に
お

け
る
女
子
大
学
の
設
立
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
い
か
に
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
か
を
語
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

成
瀬
は
そ
の
初
め
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
が
、
新
潟
時
代
に
諸
宗
教
の
根
源
に
あ
る
ユ
ニ
ヴ
ァ

l
サ
ル
な
精
神
の
存
在
に
思
い
を
い

た
し
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
に
多
く
の
人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
自
己
の
確
信
を
ま
す
ま
す
深
め
た
。
そ
し
て
帰
国
後
同
志
と

北
ハ
に
帰
一
協
会
を
設
立
し
た
。
彼
独
自
の
宗
教
的
信
念
を
多
く
の
人
々
に
理
解
さ
せ
る
と
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
が
、
彼
は
宗
教
、
哲

学
、
文
学
に
強
い
あ
ζ

が
れ
を
抱
き
、
彼
の
宗
教
的
信
念
を
深
め
る
こ
と
に
努
力
し
た
。
そ
し
て
こ
の
信
念
に
よ
っ
て
、
日
本
女
子
大
学

校
に
お
い
て
、
新
し
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
教
育
を
樹
立
す
る
ζ

と
に
情
熱
を
傾
け
た
。
彼
が
特
に
限
想
と
詩
と
を
愛
し
、
詩
作
に
も
関

心
を
持

っ
た
の
は、

ζ

う
い
う
教
育
の
創
造
者
と
し
て
の
行
動
の
詩
人
で
あ
っ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
彼
は
人
間
と
教
育
の
革
新
に
燃

え
た
。成

瀬
は
少
年
時
代
か
ら
自
学
自
習
を
自
己
の
モ
y

卜

!
と
し
て
、
常
に
新
し
い
自
己
形
成
に
生
命
を
刻
ん
だ
。
初
め
彼
は
人
間
の
正
し

い
生
き
方
と
理
想
と
を
キ
リ
ス
ト
教
に
見
出
し
、
次
い
で
仏
教
、
儒
教
、
神
道
な
ど
の
諸
宗
教
に
も
ζ

れ
を
見
た
。

し
か
し
そ
れ
ら
の

宗
派
の
内
に
堕
す
る
ζ

と
な
く
、
そ
れ
ら
を
貫
い
て
、
そ
れ
ら
を
超
え
よ
う
と
努
め
た
。
か
く
し
て
成
立
し
た
彼
の
帰

一
協
会
の
信
仰
と

思
想
と
を
十
分
に
理
解
す
る
ζ

と
は
困
難
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
彼
は
宗
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
ユ
ニ
ヴ

7
1
サ
ル
な
神
の
存
在
を
信

じ
、
そ
れ
に
永
遠
の
生
命
を
見
出
し
、
そ
れ
か
ら
生
れ
出
づ
る
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
を
彼
自
身
の
行
動
の
原
理
と
し
た
。
そ
し
て
そ
と
に
と



そ
世
界
人
類
の
生
く
べ
き
共
通
の
大
道
が
あ
る
と
彼
は
確
信
し
た
。

乙
の
信
念
に
よ
っ
て
成
瀬
は
死
生

一
如
の
生
涯
に
徹
し
た
。
そ
れ
は
成
瀬
の
独
自
性
で
あ
り
、
行
動
の
詩
人
と
し
て
の
成
瀬
の
面
白
で

あ

っ
た。

成
瀬
は
日
本
の
明
治
が
生
ん
だ
時
代
の
子
で
も
あ

っ
た
が
、
生
々
と
し
た
新
し
い
教
育
の
創
造
者
と
し
て
の
彼
の
幅
広
い
豊
か
な
言
行

は
今
後
の
日
本
教
育
の
建
設
に
と

っ
て
意
義
深
い
一示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
ζ

と
を
わ
れ
わ
れ
は
改
め
て
見
直
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

本
著
作
集
の
編
集
は
日
本
女
子
大
学
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
出
版
分
科
会
を
構
成
す
る
編
集
委
員
の
御
努
力
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
ま
た
日
本
女
子
大
学
女
子
教
育
研
究
所
の
多
大
な
御
助
力
に
負
う
。
特
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。

一
九
七
四
年

有

喜
左
衛
門

四
月

前
日
本
女
子
大
学
学
長

賀

刊行によせて

5 



「
成
瀬
仁
蔵
著
作
集
」

は
永
遠
に
生
き
る

6 

日
本
女
子
大
学
は
、

一
九

O
一
年

(
明
治
三
四
年
)
、
正
に
今
世
紀
の
初
頭
に
あ
た
っ
て
、
東
京
目
白
の
現
地
に
誕
生
し
た
。
「
成
瀬
仁

蔵
著
作
集
」
の
内
容
も
ま
た
精
神
と
し
て
、
同
時
に
ζ

の
地
に
誕
生
し
た
。

か
え
り
み
れ
ば
、
日
本
女
子
大
学
創
立
以
来
七
十
有
余
年
、
そ
の
問
日
本
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
多
く
の
圏
内
的
混
乱
や
、
国
際

的
闘
争
に
か
か
わ
り
、
激
し
い
歴
史
的
変
貌
を
遂
げ
た
。
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
は
、
多
く
の
混
乱
と
試
錬
を
も
た
ら
し
、
さ
ら

に
朝
鮮
戦
争
を
契
機
と
し
て
経
済
の
高
度
成
長
期
を
迎
え
、
日
本
の
G
N
P
は
世
界
を
驚
嘆
さ
せ
る
に
至
っ
た
が
、
今
や
あ
ら
た
め
て
戦

後
日
本
の
歩
み
が
さ
ま
ざ
ま
の
角
度
か
ら
問
わ
れ
る
と
い
う
、
複
雑
極
ま
り
な
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
も
日
本
近
代
の
歴
史
は
、
常
に
ア

ジ
ア
の
、
そ
し
て
世
界
の
動
向
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
世
界
の
問
題
は
、
同
時
に
、
日
本
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
勢
に
あ
る
。

日
本
の
教
育
も
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
と
現
状
の
中
に
あ

っ
て
今
日
何
も
の
に
も
ま
し
て
将
来
の
日
本
を
形
成
す
る
重
要
問
題
と
し
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
。

と
の
よ
う
な
時
点
に
あ
た
っ
て
、

日
本
女
子
大
学
の
創
立
者
で
あ
り
、
か
っ
日
本
の
近
代
次
チ
高
等
教
育
の
先
駆
者
で
あ
る
成
瀬
仁
蔵

先
生
の
著
作
集
が
刊
行
さ
れ
た
ζ

と
は
、
ま
ζ

と
に
そ
の
時
宣
を
得
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

先
生
は
、
実
に
当
時
の
わ
が
国
の
教
育
の
実
状
を
深
く
憂
え
、
特
に
女
子
教
育
に
教
育
の
桜
本
的
謀
題
を
据
え
、
そ
の
た
め

K
F高
等

教
育
の
充
実
と
発
展
を
目
途
と
し
て
一
つ
の
教
育
機
関
を
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
先
生
は
、
単
に
日
本
女
子
大
学
と
い
う
一
教
育

機
関
の
存
在
を
超
え
て
、
日
本
の
将
来
を
お
も
ん
ば
か
り
、
日
本
の
社
会
の
全
体
的
向
上
、
発
展
を
念
願
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、



つ
ね
に
世
界
の
中
に
日
本
の
状
態
を
把
え
、
同
時
に
、
決
し
て
世
界
の
中
に
埋
没
し
な
い
日
本
を
考
え
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ

故
、
先
生
の
言
論
は
常
に
当
時
、
教
育
界
の
鋭
い
注
目
を
あ
び
、
女
子
教
育
の
先
駆
者
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
創
造
的
な
構
想
を
世
に
間
わ

れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
女
子
大
学
創
立
時
代
ま
で
を
対
象
と
す
る
こ
の
成
瀬
仁
蔵
著
作
集
第
一
巻
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
諸
論
稿
を
み
て

も
い
か
に
先
生
が
女
子
教
育
に
対
す
る
遠
大
な
理
想
と
、
あ
ふ
れ
る
情
熱
を
抱
か
れ
て

い
た
か
を
知
る
ζ

と
が
で
き
る
。

先
生
の
女
子
教
育
の
基
本
方
針
は
、
「
人
と
し
て
」

「婦
人
と
し
て
」
「
国
民
と
し
て
」
女
子
を
育
成
す
る
こ
と
に
お
か
れ
て
い
た
。
明

治
の
時
期
に
お
け
る
女
子
教
育
へ
の
ζ

の
卓
見
は
、
先
生
の
教
育
理
想
の
深
さ
を
知
る
と
同
時
に
、
比
類
の
な
い
先
見
の
人
で
あ
っ
た
と

と
を
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
日
の
教
育
の
危
機
的
状
況
の
中
で
、
永
遠
に
生
き
る
精
神
を
か
ぎ
り
な
く
内
蔵
す
る
成
瀬
仁
蔵
著
作
集
の
刊
行
を
、
私
は
心
か
ら
喜

ぶ
も
の
で
あ
る
。

元
日
本
女
子
大
学
学
長

上

代

た

の

「成瀬仁蔵著作集」は永遠に生きる

一
九
七
四
年

六
月
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